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1. 会社概要

（１） 商号

有限会社　スズキサービス

（２） 本社所在地

〒270-2231 千葉県松戸市稔台5-15-17（稔台工業団地内）

（３） 電話/FAX

Ｔｅｌ　047-365-6356 Ｆａｘ　047-365-6194

（４） Ｗｅｂ　Ｓｉｔｅ

http://www.suzukiservice.co.jp/

（５） 代表

代表取締役 鈴木　正己

（６） 役員

常務取締役 鈴木　　正

取締役 地曵　　光徳

取締役 鈴木　　和子

取締役 鈴木　　まゆ美

（７） 設立

昭和63年8月

（８） 資本金

１０，５００，０００円

（９） 従業員数

７７名

(10) 組織図

松戸工場

収集・運搬部

営業部

経理部

総務部

事
業
本
部

常
務
取
締
役

代
表
取
締
役

取
締
役
会
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（11） 営業内容（処分業部門）

産業廃棄物処分業（中間処理）

① 許可証記載内容

許可の年月日 ： 平成25年　7月10日

許可番号 ： 第０１２２００２４２９５号

施設の種類 ： 中間処理（破砕、減容固化、圧縮固化）

廃棄物の種類 ： 廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず

金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

設置場所 ： 千葉県松戸市稔台5-15-17、18、19

処理能力 ： 廃プラスチック類　140.72ｔ/日、紙くず　177.04ｔ/日

（8ｈ／日） 木くず　4.79ｔ/日、繊維くず　27.47ｔ/日

ゴムくず　4.52ｔ/日、金属くず　27.6ｔ/日

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず　13.08ｔ/日

② 施設概要

敷地面積 ： 2462.14㎡

工場延床面積 ： 2067.40㎡

③ 処理の状況

処理量 ： 19249.47ｔ（平成２７年度実績）

リサイクル量 ： 15284.34ｔ（平成２７年度実績）

④ 保有車両

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ（軽油・ｶﾞｿﾘﾝ） ４台 油圧ｼｮﾍﾞﾙ・ﾕﾝﾎﾞ　　４台（電動・軽油）

⑤ 処理工程
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（12） 営業内容（収集運搬業部門）

産業廃棄物収集運搬業

① 許可証記載内容

許可の年月日 ： （千葉県）

許可番号 ： 第０１２１００２４２９５号（千葉県）

事業の範囲 ： 収集運搬（積替・保管を除く）

廃棄物の種類 ： 廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず

金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

汚泥、廃油、動植物性残さ、がれき類

② 処理の状況

運搬量 ： 17248.93ｔ（平成２７年度実績）

③ 保有車両

10ｔ車　４台、　　4ｔ車　１８台、　　2ｔ車　６台　

④ 保有許可都県（許可番号）

東京都（第1300024295号）、埼玉県（第01101024295号）

神奈川県（第01401024295号）、茨城県（第00801024295号）

栃木県（第00900024295号）、群馬県（第01000024295号）

（13） 環境管理組織

（14） 環境関係責任者及び連絡先

責任者 取締役部長 地曵　光徳

電話 ０４７－３６５－６３５６

ＦＡＸ ０４７－３６５－６１９４

担当　佐藤　征二郎

取締役部長　地曵　光徳

平成26年11月26日

常務取締役　鈴木　正

営業部事務部

代表者

代表取締役　鈴木　正己

工場部

課長　高野　勝治

担当　染谷　伸之担当　中島　雅和

環境管理責任者
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２． 環境方針
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３． 環境負荷の実績

平成２７年４月～平成２８年３月の環境負荷実績は表―１の通りです。

表－１

処理量

再商品化量

廃棄物等総排出量

　　〃　　　内　リサイクル処理

   　〃　 　内　最終処分量

総排水量

化学物質排出量

４． 今後の環境目標と計画

表―２

＊上記２７年実績値は廃棄物処理量１ｔ当たりの数値です。

５． 環境活動の取り組みと評価

１） 事務所

6,346.36

4,127.01

1073

0

6,530.46

3,878.67

833

0

10,409.13

２６年度実績

829.3

1,310.3

17,695.78

7,222.41

10,473.37

２７年度実績

842.2

1,267.5

19,249.47

8,840.34

項目

ｔ

室温調節は目標通りに実行でき
た。ＯＡ機器のＯＮ/OFFも実行で
きた。

分別、再利用共に実施できた

必要以外の照明ＯＦＦ

○

○

○

電力の削減

取組項目

冷房２８℃、暖房２２℃の設定

102.94ｋｗｈ/ｔ

一般廃棄物の削減

環境目標

電力削減

ＯＡ機器のこまめなＯＮ/ＯＦＦ

ビン、ペットボトルの分別

ｺﾋﾟｰ紙の再利用

△ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進

単位

ｔ

結果

109ｋｗｈ/ｔ（前年値1％減）

ｔ

㎥

○

○

ｔ

ｔ

２７年実績

ｸﾞﾘｰﾝﾏｰｸの購入一部実績あり

ｔ

２７年目標

取組、評価

ｸﾞﾘｰﾝﾏｰｸ商品の購入

項　　目

二酸化炭素排出量（電力）

二酸化炭素排出量（燃料：軽油他）

ｔ

ｔ
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２） 工場

３） 総合評価

　処理量に対する電力削減は小まめなメンテナンス等の実施により

成果は出てきているように思われます。

燃費に関しては、エコドライブシステムの活用や工場内重機の整備等

により、年間運搬量に対して削減できています。

　　今後も環境活動を推進するために、全従業員で課題に取り組み

その結果を当レポートで公表致します。

６． 事業活動内容

１） スズキサービスでは、産業廃棄物の種類や状態、排出量に応じて、

適した車両を提供し、収集・運搬から中間処理、そして最終処分

までの一貫した処理システムを構築しております。

２） 店舗什器、オフィス什器をはじめパソコン及び周辺機器、大型コンピ

ュータ類、各種端末類、交換機等の通信機器、ゲーム機器等の複合

素材物まで、徹底した解体・分別・破砕を行なうことで素材としての

リサイクル（マテリアルリサイクル）を実現しています。

３） あらゆる種類の廃プラスチック及び紙原料を細かく破砕し、圧縮成型

（ＲＰＦ）することにより石炭などの代替燃料として活用するサーマル

リサイクルを推進しています。

４） 化石燃料の消費を抑制すると共に、ＣＯ2の排出量を削減するなど

資源循環型社会の構築に貢献しています。

以上

工場環境の向上

環境目標

○

電力の節減

燃料：軽油の削減

○

○

車両整備による燃料ロス防止

○夏季冷房手段の検討及び導入

選別工程改良による効率化

○

廃棄物搬入作業の効率化

結果

屋根上散水設備導入による場内
温度の低下ができた。

作業手順の見直しと定期メンテナ
ンスを実施

取組、評価

動線の整備による省エネ走行

○

○

動線と、搬入、保管場所の検討を
行い実施した　・ﾌｫｰｸﾘﾌﾄの整備
により作業性、走行性が向上し
た。

取組項目

ヒーター使用設備の効果的利用

破砕機ﾒﾝﾃﾅﾝｽによる過負荷の抑制

7


